
産

業

報

国

運

動

-
そ

の

成
立

を

め

ぐ
つ

て

-
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は
い

レ

め

に

産
業
報
国

運

動
ほ
一

九
三

八

年
三

月

協
調

会
時
局

対

策
委
貝
会

第
二

専
門

委

貞
会
で

作
成
さ

れ

た

｢

労
資
関

係
調

整
方

策
+

を

契

機
に
､

｢

労
資
一

体
+

｢

産
業
報

国
+

を
ス

ロ

ー

ガ

ン

に

事
業
場
に

産
業
報
国
会
を

設
立

す
る

運

動
と
し

て

始
ま
っ

た
｡

そ

し
て

労
働

組
合
が

解
散
さ

せ

ら
れ

全

国
の

ほ

と

ん

ど

の

事
業
場
に

産
業
報
国

会
が

設
立
さ

れ
､

中
央
棟
関
と

し
て

大

日

本
産
業

報
国
会
が

結
成

さ

れ

た
一

九

四

〇

年
以

降
本

格
的
に

展
開

を
み

せ

て

行
っ

た
｡

産
業
報
国

運

動
は

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム

体

制
確
立

期
に

於
て

労
働

者
階

級

を

国
家
が

統
括
し

た

運

動
と

し
て

非

常
に

重

視
さ

れ

て

い

る
｡

し

か

し

通
史
的
叙
述
に

於
て

は

表
面

的
な

事
実
経

過

を

追
っ

芳

井

幸

子

て

い

る

だ

け
で

あ

る
｡

こ

れ

に

つ

い

て

の

本
格
的
研

究
は

現

在
ま

で

の

と
こ

ろ
ま

だ

緒
に

つ

い

た

ば

か

り
で

あ
り
､

わ

ず
か

に

労

使
(

1
)

関
係
論
に

於
て

い

く
つ

か

の

個
別

論
文

を

挙
げ
る

こ

と

が

で

き

る
｡

大
河

内
氏
に

於
て

は

戦
後
の

企

業
別

組
合
成

立
と

の

関
係
か

ら

産
業
報

国

会
の

｢

組
織
+

に

注
目

し
､

桜
林

氏
に

於
て

ほ

戦
時
の

労
資
協
議
制
と

し
て
､

産
業
報
国

会
内
の

懇
談

会
を

分

析
の

対

象

に

置
い

て

い

る
｡

従
っ

て

現

在
わ

れ

わ

れ

は

産
業
報
国
運

動
そ

の

も
の

を

実
証

的
に

当

該
時
期
の

政

治

過

程
の

中
に

き

ち

ん

と

位
置

づ

け
､

そ

の

歴

史
的
意
義
を

明

ら
か

に

し

て

い

か

な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

し

か

し

全
国

的
に

展
開
さ

れ

た

本

運

動
の

全

体

像

を

実

証
的
に

明

ら
か

に

す
る

た

め

に

は
､

長
期

的
な

作
業
が

要
求
さ

れ

る
｡

J β9
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本
稿
で

は

そ

れ

ら

の

分

析
の

前
提
作
業
と

し
て
､

そ

も

そ

も

産

業
報
国

運

動
が

い

か

な

る

運

動
と

し
て

成
立

し
た

の

か

を
､

大
企

(

2
)

(

3
)

業

労
務
担
当

者
､

協
調

会
､

官
僚
(

厚

生

省
･

各
府
県

警
察
部
)

の

動
き

を

中
心

に
､

そ

の

相
互

関
係
を

含
め
て

具
体

的
に

み

て

い

き

た

い
｡

産
業
報
国

運

動
成
立

に

あ

た
っ

て

の

大

企
業
労
務

担
当

者
の

主

導
性
と
そ

の

意
図
を

明
ら

か

に

す
る

こ

と
が
､

以

後
の

展

開

期
の

産
業
報
国

運

動
及
び

各
々

の

産
業
報
国
会
の

実
態
を

明
ら

か

に

す
る

上
で

必

要
だ

と

考
え

る

か

ら
で

あ
る
｡

(

1
)

大

河

内
一

男
｢

『

産
業
報

国
会
』

の

前
と

後
と
+

『

労

使
関

係

論

の

史
的

発
展
』

一

九
七

二

年
所

収

桜

林

誠
｢

戦

時
日

本
の

労
資
協
議
制
-
産
業
報

国
会
の

懇
談

会
を

中

心

と

し
て

-
+

『

上

智
経

済

論

集
』

一

九
七

二

年

和

銅

恥

3

所
収

(

2
)

一

九
一

九

年
に

労
資
関

係
調

整
を

図
る

目

的

で

政

府
､

財
界
の

協
力
の

下
に

設

立
さ

れ

た

財
団

法

人
｡

人

的
に

ほ

厚
生

省

労
働
局
の

前
身
で

あ

る

内

務

省

社

会

局

と

深
い

関

係
に

あ
っ

た
｡

(

3
)

一

九
三

八

年
一

月

新

設
｡

こ

れ

に

よ

っ

て

労
働
条

件
そ

の

他

労

働
問
題
に

関

す

る

事

項
は
､

内

務

省
社

会

局

労
働
部
か

ら

厚
生

省
労

働
局

の

担
当

と

な
っ

た
｡

た

だ

し

労
資
問
題
の

実

際
の

手

足
と

な
っ

て

い

た

の

は
､

各

府

県

警
察

部
で

あ
っ

た
｡

Ⅰ

労
資
関

係

調
整
方

策
の

背
景

日

中
戦
争
勃
発
後
､

各
府

県
警
察
部
に

於
て

は
､

労
資
関
係
調

川

整
に

関
す
る

対

策
が

企
て

ら

れ

て

い

た
｡

そ

の

代
表
的
な

も
の

は
､

三

七

年
十

月

当

時
の

愛
知
県
工

場
課
長

荒
川

又

市
が

中
心
に

な
っ

て

立

案
し
た

｢

荒
川

案
+

と

称
さ

れ

る

｢

時

局

対

策

労

資
整

調

案
+

と

二
二

八

年
二

月

警
視

庁
調

停
課
が

管
下
の

各
事
業
場
に

発

(

1
)

し

た

｢

意
思

疎
通

施
設
の

代

表
的
形

式
+

で

あ
っ

た
｡

前
者
は
一

部
修
正
さ

れ
､

三

八

年
二

月

｢

労
資
整
調

組
織
案
+

と

し

て

同

県

警
察
部
公

案
と

な
っ

た
｡

同

案
は

そ

の

目

的
を

｢

時

局
に

対

す
る

事
業
主

及

労
務
者
の

認

識
を

深
く

し
､

特
に

事
変
に

於
け
る

各

自
の

職
責
を

完
う
せ

し

め

以

て

産
業
報
国
の

誠
を

致
さ

(

2
)

し

む
る

に

在
り
+

と

し
て
､

各
工

場
内
に

労
資
双

方
か

ら

な
る

懇

談
会
を

組

織
さ

せ
､

商
工

会
議
所
､

中

部
産
連
､

協
調

会
､

県
工

場
課
､

特

高
課
等
に

よ

る

忽
談

会
が

そ

れ

を

指
導
し
て

い

こ

う
と

す
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

従
っ

て

事
業
主
に

お

い

て

は
､

企

業
の

自

(

3
)

主
性
喪
失
に

裁
て

の

懸

念
が

強
く
､

労
働
組
合
に

お

い

て

は

本

質

(

4
)

的
に

労
働
組
合
を

香
認
し
て

い

る

と
し

て

不

満
が

あ

り
､

結
局

実

現
に

は

至

ら

な

か
っ

た
｡

警
視
庁
の

は

各
事
業
場
に

対
し

て
､

労
資
の

意
思

疎
通

機
関
す

な

わ

ち
工

場
委
員
会
あ
る

い

は

労
働
委
員
会
と

称
せ

ら

れ

る

も
の

の

組
織
内

容
を

具

体

的
に

例
示

し
､

そ

の

設

置
を

勧
奨
し

た

も
の
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(

5
)

で

あ
っ

た
｡

以
上

の

よ

う
な

労
資
関

係
詞

整
方

策
が

日

中

戦
争
の

勃
発
と
い

う

時
期
に

各
地

で

相

次
い

で

企
て

ら
れ

て

い

た

の

は
､

戦
時
体

制

下
に

於

け
る
､

ま

た

戦

後
の

混

乱
に

於
け
る

労
働
者
の

動
向
に

対

す
る

強
い

不

安
か

ら
で

あ
っ

た
｡

第
一

次
世

界
大

戦
時
の

ロ

シ

ア

革
命
､

欧

州

各

国
で

の

労
働
者

勢
力
の

増
大
､

そ

し

て

国
内
で

は

米
騒

動
､

そ

れ

以

後
の

労
働
運

動
の

本

格
的
展
開
と

い

う

経

験
は
､

日

中

戦
争
の

勃
発
､

そ

の

長

期
化

を

迎
え

て
､

取
締
当

局
に

労
働
情
勢
に

対

す
る

危
機
感
を

抱

(

6
)

か

せ

て

い

た
｡

実
際
に

三

七

年
上

半

期
急

増
し
て

い

た

労
働
争
議
は

戦
争
勃
発

後
激
減
し
た

と
は

い

え
､

翌
三

八

年
に

入
る

と
､

再
び

し

だ

い

に

増
加
の

傾
向
が

あ

ら

わ

れ

て

き

て

い

た
｡

し
か

も

そ

の

争
議
の

特

徴
は
､

既
成
の

労
働
組

合
が

時
局
に

対

し
て

協
力

姿
勢
を
と

り

争

議
発
生

を

抑
え
て

い

た

の

を

反

映

し
て
､

未
組
織
労
働
者
の

間
に

(

7
)

発
生

し

た

も
の

が

多
か
っ

た

こ

と
で

あ
っ

た
｡

そ

こ

で

各
地
の

警
察
当

局
で

は
､

労
働
争
議
の

発
生

を

防
ぎ
､

戦

後
に

備
え

る

た

め

に

は
､

未
組
織
労
働

者
層

を

何

ら
か

の

形
で

組
織
化

し
て
､

そ

の

動
向
を

つ

か

む
こ

と

が

必

要
で

あ

る

と

考

え
､

先
に

み

た

よ

う
に

労
資
調

整
問
題
に

積
極
的
に

取
り

組
ん

で

い

た
｡

戦
時
戦
後
の

労
働
情
勢
に

対

す
る

危
機
感
は

後
述
す
る

協
調

会

の

｢

労
資
関
係
調

整
方

策
+

の

作
成
に

参
加
し

た

民

間
の

人
々

-

(

8
)

-
協
調

会
グ

ル

ー

プ
､

大
企

業
の

労
務

担

当

者
そ

し

て

労
働
組

合

(

9
)

幹
部
の

枚

岡
駒
吉
に

も

共

通
の

認

識
で

あ
っ

た
｡

松
岡
駒
吉
は

健

全
な

労
働
組

合
主

義
に

立

脚
す
る

労
働
組

合
に

よ
っ

て

こ

そ
､

戦

後
の

混

乱
に

備
え

る

こ

と
が

で

き

る

と

考
え

て

い

た

し
､

協
調

会

グ

ル

ー

プ

は

労
資
調

整
の

中
心

に

な

ろ

う
と

積
極
的
に

活
動
を

開

始
し

た
｡

大

企

業
の

労
務
担
当

者
は

第
一

次
世

界
大

戦
後
の

工

場

委
員
会
､

会
社
組

合
の

経
験
か

ら
､

労
働
者
を

組
織
化

し
て

い

く

こ

と

の

有
効
性
を

認
識
し
､

も
っ

と

資
本

家
の

側
か

ら

労
働
者

を

(

1 0
)

組
織
化
し

て

い

く
べ

き
で

あ

る

と

考
え
て

い

た
｡

ま

た

彼
ら
は

戦

後
に

備
え

る

た

め
に

は

労
務
管
理
は

個
々

の

企

業
の

自
主

的

な

も

の

に

任
せ

る

だ

け
で

な

く
､

全

産
業
を

貫
く

基

本
線
に

沿
っ

て

行

(

1 1
)

な

わ
れ

る

必

要
が

あ
る

と

考
え
た

が
､

立

法
的
行
政

的
手

段
で

企

業
内

部
に

警
察
当

局

等
の

第
三

者
が

干

渉
す
る

こ

と

は

絶
対
に

認

め

な
か

っ

た
｡

だ

が

警
察
当

局
は

各
地
で

続
々

と

労
資
調

整
の

た

め
の

対

策
を

企
て
､

厚

生

省
も

何
ら
か

の

措
置
を
と

る

こ

と

が

予

想
さ

れ

る

事
態
で

あ
っ

た
｡

一,⊥

(

1
)

厚
生

省

『

労
働
時
報
』

一

九
三

八

年

八

月

号

二

二

ぺ

-

ジ

㍑
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(

2
)

佐
々

木
正

利

『

工

場
鉱
山

産
業
報
国

会
の

組

織
と

運

営
』

一

九

四
一

年

三

-
十
二

ペ

ー

ジ

(

3
)

大

阪

市

人

事

課
『

エ

場
懇

談

会
に

裁

て
』

一

九

三

八

年

十

七
ペ

ー

ジ

(

4
)

内

務

省

警
保

局

『

特

高
月

報
』

一

九
三

八

年
六

月

号

六

五

ペ

ー

ジ

(

5
)

佐
々

木
正

利

(

6
)

『

労
働
時
報
』

(

7
)

『

特

高
月

報
』

『

前

掲

書
』

十
二

-
十

四
ぺ

ー

ジ

一

九

三

八

年
八

月

号

ニ
ー

-
二

二

ペ

ー

ジ

一

九

三

八

年
六

月

号

五

三

-
五

六
ペ

ー

ジ

(

8
)

協

調

会

『

協
調
』

第

七

号

一

九
三

七

年

十
二

月

十
五

日

(

9
)

松
岡
駒
書

｢

動

乱

期
の

労
働
運

動
+

三

二

四
ペ

ー

ジ

別

冊

知

性

『

私
め

ら

れ

た

昭

和

史
』

一

九

五

六

年

十
二

月

号

所
収

(

1 0
)

協
調

会
『

全

国

労
務

懇
談

会

記

録
』

一

九

三

四

年

一

二

七

-
一

六

四
ペ

ー

ジ

前

田
一

｢

労
働
者
『

代

表
』

の

再

吟
味
+

一

三
一

ペ

ー

ジ

『

社

会

政

策
時
報
』

一

九
三

二

年
七

月

号

所
収

森
田

良

雄

『

戦

争
と

勤
労
』

一

九

四
三

年

八

五
ペ

ー

ジ

(

1 1
)

森
田

良

雄

『

前

掲
書
』

八

九

-
九
〇
ペ

ー

ジ

『

協
調
』

第

七

号

一

九
三

七

年
十
二

月

Ⅱ

協
調

会
の

｢

労
資
関
係
詞

亜

方

策
+

日

中
戦
争
が

始
ま
る

と

協
調

会
は

戦
時
労
働
問
題
解
決
の

た

め
､

労
資
の

懇
談

会
を

開
催
す
る

等
の

活
発
な

活

動
を

開
始
し
､

翌
三

八

年
二

月
に

は
､

｢

戦
時
労
働
問
題

を

根
本

的
に

解
決
す

る

た

め
+

ば

(

1
)

に

各

界
有
力

者
を

集
め

た

時
局
対

策
委
員
会
を

設

置
し
た
｡

二

月
二

日

の

第
一

回

総
会
に

於
て
､

審
議

項
目
に

一

､

傷
痍
軍
人

対

策

二
､

銃
後
の

社

会
施
設

三
､

労
働
力
の

需
給
調

整

四
､

労
働
保
護
政

策

五
､

労
資
関
係
調

整
並

に

重

要
産

業
労
働
政

策

六
､

思

想

対

策

の

六

項
目
が

決
定
さ

れ
､

二

つ

の

専
門
委
貝
会
を

設

け
て

審
議
す

る

こ

と
に

な
っ

た
｡

第
一

専
門

委
貞
会
は

吉
田

茂
(

貴
族
院
義

貞
)

を

委
員
長
と

し

て

｢

傷
痍
軍

人

対

策
+

及
び

｢

銃
後
の

社

会
施
設
+

に

関
し

て
､

第
二

専
門

委
貞
会
は

河

原
田

稼
苦

(

貴
族
院
議
員
)

を

委
員
長
と

し

て

｢

労
働
力
の

需
給
調

整
+

｢

労
働
保
護
政

策
+

｢

労
資
関

係
調

整
+

に

関
し

て
､

｢

思

想
対

策
+

は

全

体

委

員
会
に

於
て
､

そ

れ

ぞ

れ

審
議
を

行
な

う
こ

と
に

な
っ

た
｡

専
門
委
員
会
に

は

そ

れ

ぞ

れ

専
門

委
貝
を

依
嘱
す

る

こ

と

に

な

っ

た

が
､

｢

労
資
関
係
調

整
+

を

審
議
す
る

第
二

専
門

委

貝
会
の

専
門
委
員
に

ほ
､

松
岡

駒
吉

(

全

日

本

労
働
組
合
稔
同

盟
)

高
山
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久

蔵
(

日

本
労
働
組
合
総
連

合
)

西

山
仁

三

郎
(

日

本

産

業

労

(

2
)

働
倶
楽
部
)

森
田

良

雄
(

全

国

産
業
団
体

連
合
会
)

町
田

正

人

(

石

川

島
造

船
所
)

野
村
卓
三

(

東
京

製
鋼
株
式
会

社
)

伊

藤

保
次

郎
(

三

菱
鉱
業
株
式
会
社
)

深
川

正

夫

(

三

井

鉱

山

株

式

会
社
)

山
田

栄
一

(

富
士

瓦

斯

紡

膚

株

式

会
社
)

佐

藤
正

義

(

日

本

製
鉄
株
式
会
社
)

中
田

謙
二

(

日

本
石

油
株
式
会
社
)

和
田

隆
造

(

芝
浦
製
作
所
)

桂
泉
(

東
京
瓦

斯
株
式

会
社
)

渡

辺
斌
衡
(

住
友

本

社
)

の

十

四

名
が

依
嘱
さ

れ

た
｡

以

上
の

中
で

民

間
大

企
業
の

専
門

委
貞
は

各
社
の

労
務

担
当
者
で
､

更
に

ほ

と

ん

ど
が

全

産
連
の

関
東
産
業
団
体

連
合
会
産
業
平
和
方

策
調
査

委

(

3
)

員
会
の

委
員
で

あ
っ

た
｡

こ

の

産
業
平
和
方

策
調
査

委
貝
会
は
一

九
三
一

年
十
二

月

設
立

さ

れ
､

関
東
産
連
傘
下
の

会
員
各

社
の

労
務

担
当

主

任
者
を

委
員

(

4
)

に
､

｢

産
業
平
和
と
い

う
見
地
か

ら

労
務

管
理
に

関
す

る

諸

問

題

(

5
)

を

研

究
す
る
+

委
員
会
で
､

全

産
連
の

活
動
の

実

質
的
な

中
心

と

な
っ

て

い

た
｡

専
門

委
員
会
は

委
員
､

専
門

委
貞
､

厚

生

省
や

陸
海
軍
か

ら
の

来
賓
に

よ
っ

て

審

議
が

行
な

わ

れ

て

い

っ

た
｡

第
二

専
門

委
員
会
で

は

い

く
つ

か

の

審
議
項
目
の

中
か

ら
､

ま

ず
労
資
関

係

調
整

問
題
か

ら

審
議
す
る

こ

と
に

な
っ

た
｡

三

月
ま

で

の

五

回
に

わ

た

る

審
議
に

於
て
､

企
業
側
の

委
員
は

労
資
関
係

の

指
導
精
神
の

確
立

を

主
張
し
､

厚
生

省
の

成
田

労
働
局

長
､

永

(

6
)

野
労
政

課
長
は

工

場
委
員
会
制
度
の

必

要
を

説
い

て

対

立

し
た
｡

指

導
精
神
の

確
立

と

エ

場
委
員
会
の

設
置
と

い

う
二

つ

の

事
は
､

陸
軍
の

久

保
中
佐
が

両

方
に

賛
成
し

た

よ

う
に
､

一

見

必

ず
し

も

矛

盾
す
る

意
見
の

よ

う
に

は

見
え

な
い
｡

し

か

し

そ

の

二

つ

の

意

見
の

う
ち
に

は
､

労
資
関
係
の

あ

り

方
､

打
ち

出
す

運

動
の

方

向

に

対

立

的
な
も

の

を

持
っ

て

い

た
｡

そ

の

対

立

点
を

明
ら

か

に

す
る

た

め
､

森
田

良

雄
が

第
二

専
門

委
貞
会
に

掟
出
し

た

と

み

ら

れ

る

起
草
案
｢

我

国
労
資
関
係
の

指

(

7
)

導
方

針
に

付
て
+

に

よ

っ

て

彼
を

中
心

と

す

る

全

産
連
に

集
ま

る

民

間
大

企

業
の

労
務

担
当

者
が

ど
の

よ

う
な

指
導
精
神
の

確
立

を

狙
っ

て

い

た

の

か

を

み

て

み

ょ

う
｡

一

､

｢

国
家
と

産
業
の

関
係
+

で

は
､

産
業
の

振

興

は
一

国

の

文

化
の

向

上
並

に

国
力

発
展
の

原
動
力
で

あ

り
､

産
業
に

従

事
す

る

者
ほ

そ

の

職
分

を

通

じ
て

国
家

的
使

命
を

果
す

任
務
が

あ

る

と

し

た
｡

二
､

｢

経
営
団
体
の

国

家

的
使
命
+

で

ほ
､

経

営
団

体

は

資
本
･

労
働
･

管
理
の

三

位
一

体
の

共

同

体
で

あ

る

こ

と
､

従
っ

て

国

家

的
使
命
達
成
の

為
に
､

こ

れ

ら
の

完
全
な

る

融
合
と

協
力

ウ
リ

ほ

不

可

欠
で

あ

る
､

そ

こ

で

経
営
団

体
の

健
全
な

運

営
に

当
っ

て

乃
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は

経
営
一

体

観
に

基
づ

く
､

管
理

者
の

指
揮
命
令
権
の

徹
底
と

従

業

員
の

協
力
が

必

要
で

あ

る

と

し
た
｡

三
､

｢

経
営

団

体

の

人

的

強
化

策
+

で

ほ
､

経
営
団
体

は

構
成

員
で

あ
る

管
理

者
と

従

業
員

の

有
機
的
結
合
を
一

層

強
化

す
る

た

め
の

組
織
を

持
つ

こ

と
､

其

の

成
立
､

組

織
､

運

用
は

飽
く

迄
も

各
経

営
団

体
の

自
発
的

自
治

に

任
せ
､

意
思

疎
通
を

図
る

こ

と

は
一

目

標
で

協
力

主

義
を
モ

ッ

ト

ー

と

し
､

楕
神

的
活
動
の

中
枢
と

し

て

従

業
員
相
互
の

修
養
､

教
化

等
の

指
導
機
関
と

な
る

こ

と
と

し

た
｡

す

な

わ

ち

産
業
の

国

家

的
使
命
を

説
い

て
､

労
資
間
を

職

分
の

違
い

と

し
て

と

ら

え

両

者
は
一

体

と

な
っ

て

国

家

的
使
命
達
成
の

た

め

に

努
め

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

と

し
､

そ

の

た

め

に

は

経

営
管

理

者
の

指
揮
命
令
権
の

徹
底
と

従

業
員
の

協
力
が

必

要
で

あ

る

と

し

た
｡

企
業
内
に

設

置
す
る

管
理

者
と

従

業
員
か

ら

な
る

機
関
も

従

来
の

工

場

委
員
会
が

実
態
は

と

も

か

く

労
働
条
件
の

改
善
や

意

思
疎
通
を

主

な

機
能
と

す
る

も

の

で

あ
っ

た
の

に

対

し
､

協
力

主

義
の

実

践
の

場
で

あ

り
､

精
神
教
育
の

場
で

あ

る

と

し
た
｡

こ

れ

は

産
業
の

国
家

的
使
命
を

説

く

こ

と

に

よ

り

｢

労

資
一

体
+

を

強

く

打
ち

出
し

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

｢

労

資
一

体
+

の

理

念
は

戦
時

体

制
の

下

で

か

な

り

の

説
得
性
を

持
ち

得
た
｡

そ

の

よ

う
な

状
況
の

下
で

労
資
協
調
に

代
る

労
資
一

体

と
い

う

労
資
関

係

理

念
を
､

企

業
内
の

組
織
を

通

し
て

全

産
業
的
な

規
模
で

確
立

し

誕
一

′

-

て

い

く
と

こ

ろ

に

そ

の

意
図
が

あ
っ

た
｡

そ

こ

で

提
起
す

る

運

動

は

そ

の

理

念
の

提
唱
と

普

及
で

あ

り
､

精
神
運

動
に

重

点
が

あ
っ

た
｡

こ

れ

に

対

し

厚
生

省
が

設

置
し

ょ

う
と

し
た

労
資
懇
談
会
(

工

場
委
員
会
)

は
､

同

年
六

月
の

労
働
争

議
調

停
事
務
打
合
会
議
で

明
ら

か

に

さ

れ

た

と
こ

ろ
に

よ

る

と
､

次
の

内
容
を

持
つ

も

の

で

(

8
)

な

け
れ

ば

な

ら

な
か

っ

た
｡

す
な

わ

ち

そ

れ

は

従

業
員
側
と

職
員
側
委
員
か

ら

構
成
さ

れ
､

従

業
員
側
委
員
は

原

則
と

し
て

従

業
員
の

自
由
選

出
に

よ

る

こ

と
､

待
遇
改

善
問
題
に

つ

い

て

必

ず
協
議
さ

せ

る

こ

と
､

従
っ

て

厚
生

省
と

し
て

は

従

業
員
側
委
員
が

事
業
主
の

指
名
で

あ
っ

た

り
､

待

遇
問
題
に

つ

い

て

協
議
し

な
い

も
の

は

労
資
懇
談

会
と

認
め

な
い

方

針
で

あ
っ

た
｡

厚
生

省
ほ

労
資
懇
談

会
に

よ
っ

て

労
資
が

充

分
に

あ

ら

ゆ

る

問

題
に

わ

た
っ

て

懇
談
し
､

相
互
の

理

解

を

深
め
る

こ

と
に

よ

り

労

働
争
議
の

勃
発
を

未
然
に

防
ご

う
と

考
え

た
｡

そ

の

た

め

に

は

労

働
者
自
ら
が

選

ん

だ

委
員
に

よ
っ

て
､

労
働
者
の

意
見

を

充

分
に

反

映
さ

せ
､

労

働
者
の

最
も

関
心

の

あ

る

待
遇
周
題
を

懇
談
さ

せ

る

こ

と

が

必

要
で

あ
っ

た
｡

特
に

協
議
事
項
か

ら

待
遇

問
題
を

除
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外

し
て

は
､

賃
銀

問
題

を

原

因
に

起
る

争
議
が

日

中

戦
争
後
さ

ら

に

そ

の

割
合
を

増
加
し
っ

つ

あ

る

状

況
に

対

処
で

き

な
い

と

考
え

て

い

た
｡

第
二

専
門

委
貝
会
で

の

厚
生

省
の

工

場
委
員
会
設

置
の

主

張
は

精
神
運

動
で

は

な

く
､

こ

の

よ

う
な
工

易
委
員
会
の

具

体

的
設

置

を

各
企

業
に

働
き
か

け
る

運
動
を

提
唱
す

る

も
の

で

あ
っ

た
｡

審
議
の

過

程
で

厚
生

省
､

松
岡
駒
苦
ら
の

対

立

的
意
見
の

表
明

が

あ
っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

委
員
会
は

指
導
精
神

を

確
立

し
て

い

く

方

向
に

進
ん

だ
｡

こ

れ

は

民

間
大

企

業
の

労
務
担
当

者
が
一

致

し
て
､

そ

の

方

向
に

進
め
て

い

っ

た

た

め
で

あ
っ

た
｡

こ

う

し
て

第
二

専
門

委
員
会
で

は

指
導
精
神
の

確
立

と

そ

の

普

及
実
現

方

法
と
い

う

内

容
を

持
っ

た

｢

労

資
関

係
調

整
方

策
+

が

作
成

さ

れ
､

時
局

対

策
委
貝
会
総
会
で

正

式
に

決
定
さ

れ

た
｡

｢

労
資
関

係
詞

薬
方

策
+

は

｢

労
資
関

係
の

指

導

精

神
の

確

立
+

と

｢

労
資
関

係
の

指
導
精
神
を

普
及

宣

揚
す
る

諸

方

策
+

の

(

9
)

二

つ

の

部
分
か

ら

成
っ

て

い

た
｡

労
資
関
係
の

指
導
精
神
は

次
の

よ

う
な

も
の

と

さ

れ

た
｡

産
業
は

事
業
者
従

業
員
各
自
の

職

分
に

よ

っ

て

結
ば

れ

た

有
機
的
覿
織
体
で

あ

り
､

産
業
の

使
命
は

産
業

の

発
展
に

よ

り

国

民
の

厚
生

を

図
り
､

国

家
の

興

隆
､

人

類
の

文

化
に

貢
献
す
る

こ

と
で

あ

る

か

ら
､

こ

の

使
命
達
成
の

た

め

に

両

者
は
一

体

と

な

ら

な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

事
業
一

家

家

族

親
和
の

精
神
で

国
家

奉
仕
の

た

め
､

自
己
の

職
分
を

全

う
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

と

し

た
｡

そ

し
て

各
事
業
場
内
に

こ

の

指
導
精
神

を

普
及

徹
底
す
る

た

め
の

機
関
を

設

け
る

が
､

こ

の

機
関
は

事
業
者
従

業

員
の

意
思

疎
通
を

図
る

だ

け
で

な

く
､

産
業
の

発
展
､

従

業
員
の

福
祉
を

も
た

ら

す

各
種
の

施
設
を

行
な

う

も
の

せ
あ
っ

た
｡

更
に

指
導
精
神

普
及

徹
底
の

た

め
､

労
資
諸

団
体
･

政

府
･

官
憲
の

協

力
の

下
で
､

国

民

運

動
を

起
し

て

い

く
こ

と
､

そ

し
て

そ

の

中
心

検
閲
と

し

て
､

民

間
の

諸

団
体
で

組
織
す
る

中
央

機
関
の

設

置
を

提
唱
し

た
｡

こ

の

｢

方

策
+

は

指

導
精
神
に

於
て
､

労
資
間
を

職
分
の

違
い

と

し
て

と

ら

え
､

産
業
の

国

家

的
使
命
を

説
き
､

事
業
場
内
の

機

関
も

意
思

疎
通
を

図
る

こ

と

は
一

つ

の

役
割
と

し

て

し

か

示

さ

れ

て

い

な
い

点
で
､

森
田

案
と

基
本

的
に
一

致

し
て

い

た
｡

し

か

し

森
田

実
に

あ
っ

た

｢

従

業
員
の

修

養
､

教

化
の

指
導
機
関
+

と
い

う

役
割
は

特
に

強
調
さ

れ

て

い

な
い

し

待
遇
改

善
が

示
さ

れ

て

い

る

点
は

厚

生

省
の

意
見
が

入

れ

ら

れ

て

い

た

と

言
え

よ

う
｡

す
な

わ

ち
こ

の

機
関
は

労
資
関

係
の

指
導
精
神
を

普
及

徹
底
す
る

た

め

に

設

け
ら

れ

る

が
､

労
資
の

意
思

疎
通
､

従

業
員
の

福
祉
を

図
る

ー
八

じ

と
い

う
点
に

も

か

な

り

の

重

点
が

置
か

れ

て

い

た

と

み

る

こ

と

が

乃
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で

き

る
｡

し

か

し

指
導
精
神
の

掟
唱
と
そ

れ

を

企
業
内
の

組
織
を

通

し

労

働
者
に

普
及

徹
底
さ

せ
､

更
に

民

間

運

動
に

よ

り

全

産
業
的

規
模

で

実
現
さ

せ

る

と
い

う

内

容
は

全

体
と

し

て

み

る

と

森
田

案
と

基

本
的
に
一

致
す
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

｢

方

策
+

は

こ

の

よ

う

な

精

神
運

動
を

提
唱
す

る

も
の

で

あ
っ

た
｡

協
調

会
で

は

三

八

年
四

月

末
こ

の

｢

労
資
関
係
詞

盤
方

策
+

を

政

府
に

建
議
し
､

そ

の

実
現
の

た

め
に

政

府
の

援
助

と

協
力
を

求

め
､

自
ら

中
心

と

な
っ

て

｢

方

策
+

の

具
体

化
の

た

め
の

運
動
を

開
始
し

て

い

く
こ

と
に

な
っ

た
｡

ま

ず
全

国
の

産
業
上

重

要
な

地

方
の

官
民

有
力

者
労
務
担
当

者

と
の

懇
談
会
を

開

催
し
て
､

運

動
の

趣
旨
の

理

解
を

得
､

協
力

を

(

1 0
)

あ
お

ぐ
こ

と

に

な
っ

た
｡

五

月
か

ら

六

月

初
旬
に

か

け
て

大

阪
､

神
戸
､

名

古
屋
､

福
岡

(

1 1
)

で

財
界
有
力

者
､

労
務

担
当

者
と
の

懇
談
会
が

開
催
さ

れ

た
｡

こ

れ

に

は

｢

方

策
+

立

案
に

加

わ
っ

て

い

た

協
調

会
の

理

事
河

原
田

稼
吉
､

長
岡
･

町
田

両

常
務

理

事
､

厚
生

省
の

成
田

労
働
局

長
､

永
野
労
政

課
長
､

仝

産
遵
の

常
務

理

事
膳
桂
之
助
､

書
記
長
森
田

良

雄
が

主

催
者
と

し

て

参
加

し
､

表
面

的
に

は

協
調

会
､

厚
生

省
､

全

産
連
が

協
調

会
の

｢

労
資
関
係
調

整
方

策
+

実
現
の

た

め
に
一

致

協
力
し

て

運

動
を

進
め
て

い

っ

た
｡

こ

の

懇

談

会
の

席
で

主
催
者
側
か

ら

｢

方

策
+

の

具
体

案
と

し

(

1 2
)

て

｢

産
業
報
国
会
案
並
に

産
業
報
国

連

盟

案
+

が

示

さ

れ

た
｡

こ

の

実
に

於
て

事
業
場
に

作
ら

れ

る

組
織
に

産
業
報
国

会
と
い

う

名

称
が

仮
に

与

え

ら
れ

た

が
､

そ

れ

は

団

体
の

形

式
(

産
業
報

国
会
)

か

機
関
の

形
式
(

産
業
報

国

怒
談

会
)

と

し
､

必

ず
し

も

一

定
の

も
の

で

あ
る

必

要
は

な
い

が
､

中
心
の

実

行
委
貝
会
と

し

て

委
員
会
を

設

け
､

意
思
の

疎
通
､

教
育
修

養
､

福
利
共

済
の

事

業
を

行
な

う
こ

と
､

産
業
報
国
会
は

組
織
の

な
い

所
に

組
織
を

設

け
る

こ

と

に

主

力

を

注

ぎ

既
存
の

労
働
組

合
と

競
争
関

係
に

立

つ

こ

と

は

避
け
る

こ

と
､

ま
た

す
で

に

同
じ

よ

う
な

組
織
が

在
る

場

合
に

は

別
に

設
け
る

必

要
が

な
い

と

し

た
｡

ま

た

中
央
機
関
と

し
て

の

産
業
報
国
連
盟

は

産
業
報
国
会
の

設

置
奨
励
と

そ

の

全

国
的

連
絡
を

役
割
と

し
､

産
業
報
国
会
の

自
主

性
､

自
治

的
機
能
を

阻

害
す
る

も

の

で

な

く
､

そ

の

関
係
も

強
制

を

伴
う
も
の

で

な

く
､

飽
く
ま

で

精
神
的
道

義
的
な

も
の

で

あ

る

と

し

た
｡

以
上
の

内
容
を

持
っ

た

案
を

示
し

て
､

事

業
主
､

労
務
担
当

者

に

実
現
の

た

め
の

協
力

を

求

め

た

の

で

あ

っ

た
｡

事

業

場
内

に

｢

自
主

的
+

に

労
資
の

組
織
を

設

け
よ

う

と

す
る

以

上
､

事
業
主

J 3 6
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の

賛
成

が

前

提
条
件
で

あ
っ

た

か

ら
､

具
体

化
の

た

め
の

運

動
の

対

象
は

ま

ず
彼
ら
に

向

け

ら
れ

て

い

た
｡

事
業
主

側
か

ら

は

指
導
精
神
に

は

賛
成
で

あ

る

が

事

業
場
内
に

組
織
を

作
る

こ

と
に

対

し
て

は

不

安
を

抱
く

意
見
が

強
く

出
さ

れ

(

1 3
)

た
｡

そ

こ

で

懇
談
会
の

主

催
者

側
で

あ
る

膳
桂
之
助

は

次
の

よ

う
に

述
べ

て

彼
ら
の

説
得
に

当
っ

た
｡

｢

…

…

産
業
関

係
を

確
固
た

る

軌
道
に

乗
せ

る

に

は

今
日

が

最

も

よ

い

時
期
で

あ

る
､

従

来
の

階
叔
対

立
の

思

想

を

棄
て

て

真

に

産
業
関
係
者
が
一

体
と

な

る

に

は

今
日

を

措
い

て

外
に

な
い

と

考
え

た

か

ら
で

あ
る

…

…
+

更
に

こ

の

実
に

賛
成

す
る

理

由
と

し

て

次
の

四
つ

を

挙
げ
た
｡

第
一

に

協
調

会
の

実
は

神
が

か

り
で

な

く

全
く

当
り

前
の

事
を

全

く

平
易
な

文

句
で

書
い

て

あ
る
､

こ

れ

こ

そ

翻
訳
も

の

で

な

く

真

に

日

本
の

実

情
に

通
し

た

日

本
的
な

も
の

で

あ

る

こ

と
｡

第
二

に

労
資
協
調

を

更
に

進
め

て

労
資
一

体

と

言
っ

て

い

る

こ

と
｡

第
三

に

指
導
精
神
の

文

句
は

非
常
に

簡
単
で

平

易
で

あ
る
､

言
葉
が

簡

単
な

為
に

何
と
で

も

解

釈
で

き
る

こ

と
｡

第
四

に

各

会
社
の

特

殊

事
情
に

応
じ

て

既
存
の

機
関
で

そ

の

目

的
機
能
が

産
業
報
国

会
の

目

的

機
能
と

同
一

で

あ

る

時
は

既
存
の

機
関
を

利
用
し

て

よ

ろ

し

(

u
)

い

と

し
て

い

る

こ

と
｡

以

上
の

よ

う
に

彼
は

戦
争
勃
発
に

よ

り
､

労
働
組
合
が

｢

挙
国

一

致
+

｢

労
資
協
力
+

｢

産
業
報
国
+

を
ス

ロ

ー

ガ

ン

と
し

て

運
動

を

展
開
し
て

い

る

時
を

と
ら

え

て
､

労
資
協
調
に

代
る

｢

労
資
一

体
+

と
い

う

労
資
関
係
の

理

念
を

確
立
し

ょ

う
と

す

る

意
図

を

示

し

た
｡

一

方

厚
生

省
は
､

協
調

会
の

｢

労
資
関
係
調

整

方

策
+

に

呼
応

し
て
､

六

月
二

日

の

特
高
課
長
事
務
打
合
会
議
に

於
て

｢

労
資
関

(

1 5
)

係
調

整
方

策
要
綱
案
+

を

示
し

た
｡

こ

れ

は

労
資
双

方
に

対
し

て
､

労
資
一

体
､

産
業
報
国
の

精
神

を

普
及

徹
底
さ

せ

る

こ

と
､

差
当
り

従

業
員
百

人

以

上
の

工

場
に

対
し

各
事
業
場
内
に

そ

の

た

め
の

機
関
を

設

置
す
る

こ

と

を

勧
奨

し

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

そ

の

組
織
を

委
員
会
式
の

も
の

(

例
え
ば

産
業
報
国

懇
談
会
等
)

と

す
る

か

又
は
､

団
体

式
の

も
の

(

例
え

ば

産
業
報
国
会
等
)

と

す
る

か

は

各
事
業
場
の

実
情
に

よ

り

適

宜

と

し
､

委
員
会
式
の

も
の

は
､

｢

能
率
増
進
､

待
.
過

改

善
､

保

健

衛
生
､

福
利

共

済
､

教
育
修
養
､

其
ノ

他

各
般
ノ

問
題
二

亘

り

事

業
主

従

業
員
双

方
ガ

隔
意
ナ

キ

懇
談
協

議
ヲ

遂
ゲ

相
互
ノ

完
全
ナ

ル

理

解
卜

協
力
ト

ヲ

実
現
ス

ル

ニ

努
ム

ル

コ

ト
+
､

団

体

式
の

も

ー7

の

は
､

事
業
主

従

業
員
双

方

を

含
め

た

組
織
と

す

る

こ

と
､

そ

の

ガ
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事
業
は
､

の
意
思
ノ

疎
通

㈹
教

育
修
養

㈹
福
利
共

済
で

あ

り

∽
は

｢

労
資
懇
談
ノ

機
関
(

委
員
会
)

ヲ

作
り

産
業
報
国
ノ

精
神

ヲ

基
調

ト

シ

テ

能
率
増
進
､

待
遇
改

善
､

保
健

衛
生
､

福
利
共

済
､

教
育
修

養
､

其
ノ

他

各

般
ノ

問
題
二

亘

り

事
業
主

従

業
員
双

方
ガ

隔
意
ナ

キ

懇
談
協
議
ヲ

遂
ゲ

相
互

ノ

完
全

ナ

ル

理

解
卜

協
力
ト

ヲ

実
現
ス

ル

コ

ト
+
､

そ

し

て

｢

事

業
中
意
思

疎
通
ノ

為
ノ

懇

談

機

関
ヲ

設
ク

ル

コ

ト

ハ

最
モ

重

要
ナ

ル

点
卜

認
メ

ラ

ル

ル

ヲ

以
テ

特

二

留
意
ス

ル

コ

ト
+

と
さ

れ

た
｡

す

な

わ

ち

委
員
会
式
､

団
体

式
と

い

う
二

つ

の

組

織
形

式
を

示

し

な

が

ら

も

中

心
は

労
資
懇
談

機
関
を

設

置
す

る

と
こ

ろ
に

あ
っ

た
｡

こ

の

｢

要
綱
案
+

は

五

月
に

発
表
さ

れ

た

協
調

会
の

｢

産
業

報
国
会
案
+

と
ほ

ぼ

同

じ

内
容
を

持
っ

て

い

た
｡

協

調

会
の

が

｢

意
思

疎
通
+

を

他
の

事
業
と

並

列
し

た

の

に

対

し
､

こ

れ

は

特

に

｢

意
思

疎
通
+

に

重

点

を

置
い

て

い

た

と
こ

ろ
が

異
な
っ

て

い

た
｡

六

月
二

十

日

か

ら

開
催
さ

れ

た

労
働
争
議
調

停
事
務
打
合
会
議

で

ほ
､

厚
生

省
は

こ

の

｢

要
綱

案
+

を

示
し

な

が

ら
､

先
に

述
べ

た

よ

う
に

労
資
懇
談
会
の

必

要
条
件
と

し

て
､

従

業
員
側
委
員
は

従

業
員
の

選

出
に

依
る

こ

と
､

必

ず
待
遇

問
題
に

裁
て

協

議
さ

せ

る

こ

と

の

二

つ

を

挙
げ
た
｡

厚
生

省
は
一

貫
し

て

労
資
関

係
の

調

整
に

つ

い

て

は

労
資
懇
談

詔
イ

⊥

機
関
の

設

置
と

い

う

方

針
を
と
っ

て

い

た
｡

し
か

も

そ

れ

は

労
働

者
側
委
員
は

労
働
者
の

選
出
に

よ

る

こ

と
､

待
遇

問
題
に

つ

い

て

協
議
さ

せ

る

こ

と

と
い

う

内

容
を

持
っ

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

協
調

会
の

運
動
に

協
力
し

つ

つ

も

そ

の

点
は
一

貫
し
て

い

た
｡

し
か

し

特
高
課
長
事
務

打
合

会
議
や

労
働
争
議
調
停

事
務

打
合
会
議
に

於

て

厚
生

省
に

対

し

要
望
の

声
が

強
か

っ

た
､

法
制
化

し
て

強
制
的

に

こ

れ

を

実

行
さ

せ

る

と
い

う

方

法
は

事
業
主
側
の

反

撥
も

強
く

(

1 6
)

妥
当
で

な
い

と

し
て

い

た
｡

そ

こ

で

厚
生

省
が

と
っ

た

方

法
は
､

仝

産
連
-
特
に

関
東
産
連

の

主

導
の

下
で

行
な

わ

れ

よ

う
と

し

た

協
調

会
の

運
動
に

協
力

し
､

ま

ず
民

間
運

動
の

性
格
を

持
た

せ

た

運

動
を

起
さ

せ
､

政

府
は

こ

れ

を

支

援
す
る

形
を

と

り
､

実
質
的
に

そ

の

運

動
の

中
で

政

府
の

方

針
を

貫
い

て

ゆ
こ

う
と

す
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

他

方
全

盛
連
の

態
度
を
み

る

と
､

協
調

会
の

｢

労
資
関
係
調

整

方

策
+

作
成
に

あ
た

り
､

関
東
産
連
関

係
者
特
に

膳
桂
之

助
の

役

(

1 7
)

剖
は

大
き

か
っ

た

と

は

い

え
､

関

西
､

中

部

産

連
に

於
て

は
､

｢

そ

の

指
導
精
神
が

余
り

に

も

現

実
を

無
視
し

理

論
的
に

飛

躍
し
､

且

そ

の

総
括

的
内

容
に

於
て

も

国

家

主

義
的
色

彩

濃
厚
に

し
て
､

労
資
対

等
の

立

場
に

於
て

問
題
を

取

扱
は

ん

と

す
る

の

み

な

ら

ず
､
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労
働
組
合
に

対

し
て

も

亦
頗
る

微
温

的
な

り
+

と

し
て

反

対
の

態

(

1 8
)

度
を
と
っ

た
｡

そ

こ

で

全

産
連
と

し
て

の

態
度
を

決

定
す

る

た

め

関

東
､

関
西
､

中
部
､

北

部
の

各

加

盟

連
合
会
か

ら

藤
原

銀
次

郎
他

十
一

名
の

特

別

委
員
を

決
め
､

協

議
を

重
ね

た
｡

六

月
十

五

日

の

特
別

委
員
会

に

於
て
､

一

､

協
調

会
案
を

原
則

的
に

支

持
し

て

其
の

実
現
の

為
に

積
極
的

協
力
を

な

す
こ

と

一

､

関

西

側
よ

り

提
出
さ

れ

た

部
分

的
修
正

案
は

協
調
会
に

善
処

を

要
請
す
る

こ

と

一

､

産
業
報
国

連
盟

(

中

央
機
関
)

の

機
能
は

指

導
機
関
と
せ

ず

単
な
る

連
絡
機

関
と

し
､

其
の

運

用

方

法
に

留
意
し

少

く

と

も

事
業
場
単
位
の

報

国
会
に

圧

力

を

加
え

る

が

如
き
こ

と

な

き
こ

と

を

協
調

会
に

提
言

す
る

こ

と

に

し
て
､

｢

全

国
産
業

団

体

連

合

会
は

協
調

会
時
局
対

策
委
員
会
の

提
唱
に

係
る

産

業
報
国
の

栴
神

に

賛
同

し

欣
然
其
の

運
動
に

参
加

す
+

と

決
定
し

た
｡

翌

十
六

日

(

1 9
)

の

全
産
連
常
任

委
員
会
に

於
て

こ

れ

は

正

式
に

決

定
さ

れ

た
｡

全

産

連
の

こ

の

決
定
の

背
後
に

は

膳
桂
之

助
の

強
い

働
き

か

け
が

あ

(

2 0
)

っ

た
｡

と

も

か

く

も

金

屋
連
が

運
動
に

賛
同
し

参
加
を

決
め

た

こ

と
に

依
り
､

協
調

会
案
は

よ

う
や

く

実

現
へ

の

一

歩
を

進
め
､

以

後
日

本
労
働
組

合
会
議
を

始
め

と

す
る

労
働
組

合
の

参
加
が

相
次
い

で

決
定
さ

れ

て

い

っ

た
｡

(

1
)

協
調

会

清
算
事
務

所

協
調

会

誌
(

稿

本
)

編

集
会

『

協
調

会

誌

(

稿
本
)

』

一

九

四

八

年
三

月

二

九
六

-
三

〇
一

ペ

ー

ジ

(

2
)

略
称

全

産
連
｡

一

九
三
一

年
労
働
取

合

法

案
反

対

運

動
を

契
機

に

成

立

し

た

全

国
の

経
営

者
団

体
の

結
集

体

(

3
)

全

国

産
業
団

体

連
合

会

事

務

局

『

全

国
産

業

団

体

連

合

会

会

報
』

第
四

号

一

九
三

七

年
五

月

二

十
日

(

4
)

鹿
田

良

雄

『

日

本

経
営
者

団

体

発
展

史
』

一

九

五

八

年

四

月

二

八

七
ペ

ー

ジ

(

5
)

関

東
産

美
田

体

連
合

会

『

陸

軍
に

於

け

る

工

員
の

取

扱
に

就
い

て
』

一

九
三

七

年
八

月

一

ペ

ー

ジ

(

6
)

協
調

会

『

協
調
』

第

十

号

一

九
三

八

年
三

月

『

同
』

第

十
一

号

一

九
三

八

年
四
月

(

7
)

『

産

業
報
国

会

関

係
資

料
』

マ

イ

ク

ロ

フ

ィ

ル

ム

(

桜

林

誠

氏

所
蔵
)

(

8
)

鵜
野
久

吾

『

工

場
鉱
山

産
業
報

国

会

設
立

運

営
指

針
』

一

九

三

八

年

二

五

五

-
二

六

〇
ペ

ー

ジ

(

9
)

『

労
働
時
報
』

一

九
三

八

年
八

月

号

二

六

-
二

七
ペ

ー

ジ

(

1 0
)

森
田

良

雄

『

戦

争
と

勤

労
』

一

九

四
三

年
七

月

五

四

-
五

五

ペ

ー

ジ

(

1 1
)

『

協

調
』

第

十
三

号

一

九
三

八

年
六

月

J 3 9
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『

協
調

会

誌
(

稿
本
)

』

三

二

二

-
三

二

八
ぺ

-

ジ

『

協
調
』

第

十
三

号

『

同
』

国

『

労
働
時

報
』

一

九
三

八

年
六

月

号

二
一

ペ

ー

ジ

『

同
』

同

二

二

-
二

三

ペ

ー

ジ

『

協
調
』

第
十

四

号

一

九
三

八

年

七

月

『

特
高
月

報
』

『

労
働
時
報
』

『

戦

争
と

勤

労
』

一

九
三

八

年
六

月

号

六

六
ペ

ー

ジ

一

九
三

八

年
八

月

号

二

三
ペ

ー

ジ

六
七
ペ

ー

ジ

Ⅲ

産
業
報
国

連
盟
の

設
立

以
上
の

経
過

を
へ

て

中

央
連
盟
即

ち

産
業
報
国

連
盟

を

設

立

す

る

た

め
の

第
一

回

創
立

準

備
会
が
､

七

月
十

六

日

に

開
か

れ

た
｡

(

1
)

準

備
委
貝
は

協
調

会
よ

り

依
嘱
さ

れ

た

次
の

七

名
で

あ
っ

た
｡

河

原
田

稼
吉

(

貴
族
院
議
員
)

成
田
一

郎
(

厚
生

省
労
働
局

長
)

長

岡
保
太

郎
(

協
調

会
常
務
理

事
)

松
本

勇
平
(

愛

国

労
働

農

民

同

志

会
会
長
)

町
田

辰

次

郎
(

協
調

会
常
務
理

事
)

三

輪
寿

壮
(

社

会
大

衆
党
)

陪
桂
之
助

(

全

国

産
業
団
体

連

合

会

常
務

理

事
)

つ

ま

り

協
調

会
を

母

体
に

政
府
と

労
働

者
側
､

資
本

家

側
各
々

の

代

表
が

加
わ

る

官
民

協
力
､

労
資
協
力
の

国
民

運

動
を

展
開

す
る

と
い

う

形
が

整
え

ら

れ

た
｡

こ

れ

ら
の

準
備

委
貝
は

委
員
会
を

重
ね
､

産
業
報
国
連
盟
の

綱

脚

儲
､

規
約
､

創
立

趣
意
書
を

作
成
し

た
｡

次
い

で

準
備
委
貝
長
と

な
っ

た

河

原
田

稼
吉
が

連
盟
理

事
の

選

任
に

当
り
､

準

備

委
貝
に

本

間
精
(

内

務
省
警
保

局

長
)

横
清
光

嘩

(

内
閣

情
報
部

長
)

蒲
生

俊
文

(

協
調

会
常
務
理

事
)

を

加
え

た

十

名
が

連
盟

理

事

と

な
っ

た
｡

七

月
三

十

日

第
一

回

理

事
会
が

開
か

れ
､

理

事
長
に

河

原
田

稼

吉
を

選

び
､

綱
領
､

規
約
､

趣
意
書
を

原
案
ど
お

り

可
決
し

た
｡

こ

の

理

事
会
を

以
て

産
業
報
国

連
盟
は

成

立

し
､

協
調

会
館
に

事

務
局
を

設
置
し
た
｡

任
命
さ

れ

た

事
務

局

貞
は

六

名

中
五

名
が

協

調

会
職

員
で

あ
っ

た
｡

産
業
報
国

連
盟
の

設
立
に

応
じ
る

よ

う
に
､

八

月
二

十

四

日

厚

生

内

務
両
次

官
名
で
､

｢

労
資
関
係
調

整

方

策
実
施
に

関

す

る

件

依
命
通

牒
+

が

地

方

長
官
宛
に

発
せ

ら
れ
､

先
の

｢

要
綱
案
+

を

(

2
)

一

部
修
正

し

た

｢

労
資
関
係

調

整
方

策
要
綱
+

が

示

さ

れ

た
｡

す
な

わ

ち

第
一

に

｢

労
資
双

方
二

対
シ

皇

国
産
業
ノ

本

義
タ

ル

労
資
一

体
産
業
報

国
ノ

精
神
ヲ

普
及

徹
底
セ

シ

ム

ル

コ

ト
+

｡

第

二

に

｢

各
事
業
場
内
二

右
精
神
ヲ

具
現
セ

シ

ム

ル

目

的
ヲ

以

テ

左

記

要
綱
二

依
り

団
体

(

例
へ

バ

産
業
報
国

会
)

ノ

設

置
ヲ

勧
奨
ス

ル

コ

ト
+

と

し

て
､

差
当

り

従

業
員
百

人

以
上
の

事
業
場
に

事

業
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主

従

業
貝
双

方
を

含
め

た

全

体

組
織
で

あ
る

団

体
の

設

置
を

勧
奨

し

た

も

の

で

あ
っ

た
｡

そ

の

団

体
ほ

事

業

と

し

て
､

｢

∽
懇
談
会

ノ

開

催
+

｢

00
教

育
､

保
健
､

福
利
､

共
済
､

慰
安
其
ノ

他

ノ

諸

施
設
ニ

シ

テ

特
二

本
団
体
ノ

事

業
ト

シ

テ

行
フ

コ

ト

ヲ

適
当
ト

ス

ル

モ

ノ
ハ

之
ヲ

本
団
体
ノ

事
業
ト

シ

テ

行
フ

コ

ト
+

し

か

し

｢

事

業
場
ノ

事
情
二

依
リ

テ
ハ

前
項

∽
ノ

ミ

ヲ

行
フ

団

体
タ

ル

モ

差
支

へ

ナ

キ

コ

ト
+

と

し

て
､

懇
談

会
の

開
催
に

重

点

を

置
い

た
｡

そ

の

労
資
懇
談
の

機
関
(

委
員
会
)

は

｢

産
業
報
国
ノ

棉
神
ヲ

基
調

ト

シ

テ

能
率
増
進
､

待
遇
､

福
利
､

共

済
､

教
養
其
ノ

他

各
般
ノ

問

題
二

亘
り

隔
意
ナ

キ

懇
談
ヲ

遂

ゲ

相

互
ノ

完
全
ナ

ル

理

解
卜

協

力
ト

ヲ

実

現
シ

労
資
一

体
産
業

報
国
ノ

実
ヲ

挙
グ

ル

ニ

努
ム

ル

コ

ト
､

委
員
ノ

決
定
､

委
員
会
ノ

構
成

並
二

会
議
ノ

方

法
等
ハ

各
事

業
場
ノ

実
情
二

応
ジ

適
宜

之
ヲ

定
ム

ル

コ

ト

但
シ

従

業
員
タ

ル

委

員
ニ

ハ

従

業
員
自
ラ

選
ビ

タ

ル

モ

ノ

ヲ

加
フ

ル

ヲ

適
当
ト

ス
+

と

い
･
う

内

容
を

持
っ

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

厚
生

省
は

産
業
報
国
連
盟
の

設
立
に

当

り
､

地

方

長
官
に

対

し

て

産
業
報
国

会
の

設

置
を

勧
奨
す

る

形
を

と

り

な
が

ら
､

一

貫
し

て

先
に

み

た

よ

う

な

内

容
を

持
っ

た

労
資
懇
談
会
の

実
現
を

因
っ

て

い

た

の

で

あ
っ

た
｡

連
盟

理

事
会
で

は

ま

ず
産
業
報
国

会
の

標
準
規
約
の

作
成
が

取

上

げ

ら
れ
､

事
務
局

案
､

関
東
産
連
案
､

厚
生

省
実
の

検
討
が

行

(

3
)

な

わ

れ

る

に

至
っ

た
｡

規
約
例
の

作
成
が

必

要
と

さ

れ

た

の

は

森

田

良

雄
に

よ

る

と

｢

地

方

庁

警
察
当

局
が

や

や

も

す

れ

ば
､

『

産
業

報

国

会
』

を

既

成

概
念
に

依
る

『

工

場

委
員
会
』

の

頭
で

解
釈
し
､

エ

場

委
員
会

に

唯
『

産
業
報
国
』

の

看
板
を

覆
せ

た

も
の

を

指
導
奨
励
さ

れ

ん

と

す
る

傾
向
が

あ
っ

た
+

の

を

憂
倶
し
た

た

め
､

｢

『

懇
談
』

は

産

業
報
国
会
の

事
業
の

一

つ

で

あ
っ

て
､

産
業
報
国
会
そ

の

も

の

は

決
し
て

単
な

る

『

懇
談
』

の

為
め
の

機
関
で

は

な

い

こ

と

を
､

此
の

規
約
例
に

よ
っ

て

明
ら

か

に
+

し
ょ

う

と
し

た

た

め

で

あ
っ

(

4
)

た
｡

つ

ま

り

規
約
例
の

作
成
は

産
業
報
国
会
と

従

来
の

エ

場
委
員
会

と
の

違
い

を

は

っ

き

り

と

示

す
こ

と

に

あ

っ

た
｡

森
田

良

雄
ら
が

中
心

と

な
っ

て

作
成

し

全

産
連
の

意
向

を

代

表

す
る

形
で

理

事
会
に

提
出
さ

れ

た

関

東
産
連
案
は
､

産
業
報
国

会

(

5
)

の

事
業
を

次
の

事
項
と

し

て

い

た
｡

一

､

茶
話
会
､

恩
談
会
等
の

開
催
其
の

他

意
思

疎
通
上

有
益
と

認

む
る

事
項

二
､

敬

神
､

修
養
､

体

育
､

慰
安
､

娯
楽
､

福
利
共

済
生

活
改

善

等
に

閲
し
､

本
会
に

於
て

行
ふ

を

適
当

と

認
む
る

事
項

J 4 J
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三
､

作
業
改

善
､

能
率
増
進
､

無
駄

排
除
､

安
全

衛
生

等
に

関

す

る

協
力
上
必

要
な
る

事
項

四
､

国

民

精
神
総
動

員
運

動
の

徹
底
上

必

要
な

る

事
項

五
､

其
の

他
本
会
の

目

的
を

達
成

す
る

為
必

要
な

る

事
項

す

な
わ

ち

意
思

疎
通
を

他
の

事
業
と

並

列
し
､

単
に

茶
話

会
､

懇
談
会
等
と
し

待
遇
問
題
に

つ

い

て

の

葱
談
を

規
定
し

て

い

な
か

っ

た
｡

し
か

も

修
養
､

作
業
改

善
､

国
民

精
神

総
動
員
運

動
等
を

事
業
と

し
て

と

り

あ

げ
､

産
業
報
国
会
を

従

業
員
の

修
養
機
関

と

し
て

と

ら

え
る

傾
向
が

強
か
っ

た
｡

し
か

し
こ

の

実
は

連
盟

内
に

於
て

非

常
に

不

評
だ

っ

た

た

め
､

仝

産
連
に

於
て

も

協
議
の

結
果
､

連
盟
で

決
定

す
る

案
を

承

認
す

(

6
)

る

こ

と
に

し
た
｡

連
盟
理

事
会
に

於
て

検
討
の

結
果

決
定
さ

れ

た

｢

産
業
報
国

会

規
約
例
+

は
､

産
業
報
国
会
の

事
業
と

し
て

次
の

も
の

を

挙
げ
て

(

7
)

い

た
｡

一

､

産
業
報

国
精
神
を

滴
養
す
る

為
必

要
な
る

事
項

二

能

率
増
進
､

待
遇
､

福
利
､

共
済
其
他
の

問
題
に

付

意
思

疎

通
の

実
を

挙
ぐ
る

為
必

要
な

る

事
項
に

関
す
る

懇
談

会
の

開

催

一

､

教
養
､

体

育
､

衛
生
､

共

済
､

慰
安

等
福
利
施
設
に

閲
し

本

会
に

於
て

行
ふ

を

適
当

と

す
る

事
項

一

､

其

他
本

会
の

目

的
を

達
成

す
る

為
必

要
な
る

事
項

そ

し

て

そ

の

う
ち

第
一

項
､

第
二

項
は

必

ず
行
ふ

事
を

要
す
る

と

し

た
｡

こ

の

規
約
例
は

懇
談
会
の

協
議
事
項
に

資
本

家

例
の

反

撥
を

招

い

て

い

た

｢

待
遇
+

を

取

上

げ
た

点
､

懇
談

会
を

か

な

り

重

視
し

て

い

る

点
で

厚
生

省
の

｢

要
綱
+

に

近
く
､

森
田

良

雄
が

言

う
と

こ

ろ
の

｢

既
成

概
念
に

依
る

エ

場
委
員
会
+

の

性
格
を

持
っ

て

い

た
｡

し

か

し

懇
談
会
の

委

員
の

決
定

方

法
に

つ

い

て

は

｢

事
業
上

の

事
情
に

よ

り

適
宜

定

む
れ

ば

可
な

り
+

と

し

て

｢

要
は

産
業
報

国
精
神
に

基
づ

き

会
内
の

秩
序
を

保

持
し
､

従

業
員
の

意
思
の

疎

通

す
る

や

う

運

用
す

る

に

適
当

な
る

も
の

を

決
定

す
る

を

本
旨
と

す
+

と

必

ず
し

も

従

業

員
側
義

貞
が

従

業
員
に

選

出
さ

れ

な

く

と

も

良
い

と
し

て

い

た
｡

同

時
に

理

事
会
で

決
定

さ

れ

た

｢

産
業
報
国
連
盟
と

産
業
報
国

会
と
の

関
係
+

で

は
､

資
本
家

側
の

懸

念
の

ま

と
で

あ

っ

た

産
業

報
国

連
盟
の

事
業
内
容
と

産
業
報
国

会
と

の

関
係
を

明

確
に

規
定

し

た
｡

す

な

わ

ち

産
業
報
国

連
盟
の

事
業
は
､

機
関
誌
の

発
行
､

指
導

者
の

養
成
､

講
師
の

派

遣
､

講
習
会

講
演
会
､

研
究
会
等
の

開

催
､

産
業
報
国
会
全

国
大
会
の

開
催
等
で

あ

り
､

産
業
報
国
会
の

J 4 之
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連

盟
に

対

す
る

関

係
は
､

∽
産
業
報
国

会
の

事
業
の

概
要
を

連

盟
に

報
告
す
る

こ

と
｡

㈹
連
盟
の

事
業
に

対

し
て

協
力

す
る

こ

と
｡

で

あ

っ

た
｡

つ

ま

り

中
央
機
関
と

し

て

の

産
業
報

国

連
盟
は
､

機

関

誌
を

発
行
し

た

り

講
習

会
を

開
い

た

り

し

て

産

業
報

国

運

動
の

普
及

徹
底
を

図
る

こ

と

に

限

ら
れ
､

産
業
報
国
会
と
の

関
係
も

何

ら

強
制
的
な

も

の

で

な

く
､

産

業
報

国
会
内

部
に

干

渉
す
る

も
の

で

は

な
か

っ

た
｡

以

上
二

つ

の

決
定
に

依
っ

て

産
業
報
国

会
､

産
業
報
国
連
盟
の

事

業
を

明

確
に

規
定
し

た

上
で
､

連
盟
は

産
業
報
国
会
設
置
勧
奨

に

取
り

掛
か

っ

た
｡

九

月

十
三
､

十
五

日

ま

ず
京

浜
地

方
の

労
務
担
当

者
､

財
界
首

脳
者
を

そ

れ

ぞ

れ

招
い

て
､

運

動
の

趣
旨
を

説
明
し

協
力
を

求
め

(

8
)

た
｡

こ

れ

に

続
き

十

月
に

か

け
て

全

国
各
地

で

連
盟
､

厚
生

省
､

地

方

官

庁
が

協
力

し

て

主
に

事
業
主
を

対

象
と

し
て

懇
談

会
が

開

(

9
)

か

れ

て

い

っ

た
｡

こ

こ

で

事
業
主
の

共

通
の

関
心
と

な
っ

た

の

は

次
の

点
で

あ
っ

(

∽
)

た
｡

一

､

精
神
運

動
と

し
て

の

発
展
を

望

む

一

､

産
業
報
国

会
設

置
後
の

世

話

役
と

し

て

連
盟
､

官
庁
は

ど

れ

だ

け
の

関

係
を

持
つ

も
の

で

あ

る

か

二

待
遇
の

文

字
を

文

面
に

表
わ

す
こ

と

は

却
っ

て

労
務
者
の

思

想

を

悪
化
さ

せ

る

倶
は

な
い

か

一

､

産
業
報
国
連
盟
と

官
庁
と

の

関

係
は

如
何
に

見
る
ぺ

き
か

一

､

運

動
が

労
働
組
合
の

発

展
を

助

長
す
る

よ

う
な
こ

と

は

な
い

ヽ
一

.
一

刀つ

ま

り

資
本

家

側
は

(

主
に

こ

の

時
対

象
と

な
っ

た

の

は

工

場

委
員
会
､

会
社

組
合
の

な
い

従

業
員
五

十

人

-
百

人

以
上
の

中
小

資
本
家
)

事
業
場
に

組
織
を

作
る

こ

と

や

待
遇

問
題
ま
で

協
議
す

る

こ

と

を

認
め
る

こ

と

が
､

労
働
組
合
の

発
展
の

足
が

か

り

と

な

る

の

を

恐
れ

て

い

た

の

で
､

産
業

報

国

運

動
が

｢

産

業

報

国
+

｢

労
資
一

体
+

の

精
神

運

動
と

し
て

発
展

す
る

こ

と

を

望
ん

で

い

た
｡

更
に

官

庁
､

連
盟
が

事
業
場
に

設

置
さ

れ

た

産
業
報
国

会
に

対

し

ど
の

よ

う
な

関
係
を

持
つ

こ

と
に

な
る

の

か

を

懸
念
し
て

い

た
｡

す

な

わ

ち

資
本

家
は

｢

産
業
報
国
+

｢

労

資
一

体
+

と

い

う

精

神
運

動
と

い

う

側
面
で

は

賛
成
し

て

い

た

も
の

の
､

そ

の

具
体

化

と

し

て

の

産
業
報

国

会
設

置
に

対

し

て

は

設

置
す
る

こ

と

が

事
業

場
内

部
へ

の

第
三

者
の

干

渉
を

招
い

た

り
､

労
働

者
の

カ

を

強
め

る

こ

と

に

な

る

の

を

最
も

恐
れ

て

い

た
｡
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し
か

し

産
業
報
国

連
盟
の

運

動
は

資
本
家
に

そ

れ

ほ

ど
不

安
を

抱

か

せ

る

も
の

と

は

な

り

え

な

か
っ

た
｡

連
盟
の

運

動
は

民

間
運

動
で

あ
っ

た

か

ら

何
ら

強
制
的
な

も
の

で

ほ

な
か

っ

た

し
､

連
盟

自

体

精
神

運

動
で

あ

る

こ

と

を

積
極
的
に

打
ち

出
し

て

い

た
｡

し

か

も

従

来
か

ら

工

易
委
員
会
､

会
社

組
合
の

あ

る

大

企

業
に

と
っ

て

は
､

当
然
そ

れ

は

精
神
運

動
以

上
の

も

の

で

は

あ

り

え

な

か
っ

た
｡

特
に

中
小

資
本
家
に

不

安

を

抱
か

せ

て

い

た

待
遇
に

関
す
る

懇
談
に

つ

い

て

も
､

産
業
報
国

を

基

本
に

懇
談
す

る

と
い

う

原

則

が

あ

る

以

上
､

そ

の

内

容
も
お

の

ず
か

ら

制
約
が

あ

り
､

し
か

も

す

ぐ
に

待
遇
の

問
題
を

協
議
す
る

と
い

う
こ

と
に

は

な

ら

な
か

っ

た
｡

産
業
報
国
会
の

懇
談

会
で

は

ま

ず
｢

産
業
報
国

精
神
を

徹
底

(

1 1
)

せ

し

む
る

方

法
如
何
+

と

い

う

形
で

懇
談
さ

せ

る

傾
向
が

あ
っ

た
｡

産
業
報
国
運

動
は

産
業
報
国

連
盟
の

結
成

及

び

地

方

長
官
に

対

す
る

厚
生

内
務

両

次

官
の

通

牒
に

依
っ

て

｢

官
民
一

体
+

の

下
に

全

国

的
に

展
開
さ

れ

て

い

っ

た
｡

と
こ

ろ
が

実
際
に

各
地
で

産
業

報
国
会
の

結
成
に

当
っ

た
の

は

各
府

県

警
察
当

局
で

あ
っ

た
｡

各

府
県

警
察
当

局
は

通

牒
を

契
機
に
､

事
業
主
の

懇
談

会
を

開

催
し

(

1 2
)

積
極
的
に

産
業
報
国

会
結
成
に

努
め

た
｡

こ

う
し

て

警
察
当

局
の

手
で

続
々

と

産
業
報
国

会
の

結
成
が

進
め

ら

れ
､

三

八

年
中
に

結

成
さ

れ

た

の

は

五

十

人

以

上
の

事
業
場
で

は
一

､

一

五

八

を

数
え

(

1 3
)

た
｡

し
か

も

こ

れ

ら
の

産
業
報
国

会
は

連
盟
に

ほ

と

ん

ど

加

盟
せ

脳

ず
､

三

八

年
十
二

月
十

三

日

現

在
で

二

十
二

の

加

盟
が

あ
っ

た

だ

(

1 4
)

け
だ

っ

た
｡

こ

の

事
態
に

不

安
を

抱
い

た

の

は
､

こ

の

運

動
に

主

導
的
な

役

割
を

果
し

た

大

資
本
豪

側
で

あ
っ

た
｡

三

八

年
十
月

末
の

全

産
連

常
任

委
員
会
に

於
て
､

産
業
報
国

運

動
は

そ

の

精
神
よ

り

し
て

民

間
の

自
治
運

動
と

し
て

発
展
す
べ

き

も
の

で

あ

る

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

各
府

県

警
察
当

局
が

ほ

と

ん

ど

強
制

的
に

組
織
懲
憑
を

行
い

官
製
報
国
化

し
て

い

る

こ

と

が

問
題
と

し

て

強
く

出
さ

れ
､

む
し

(

15
)

ろ

産
業
報
国

連
盟
の

強
化
を

望
む

意
見
が

支
配
的
で

あ
っ

た
｡

こ

の

頃
連

盟

内

部
に

於
て

も

理

事

会
で

膵
桂
之
助

が

官
庁

側
の

(

16
)

指
導
に

就
い

て

取
り

上

げ
て

お

り
､

連
盟

と

政

府
の

関
係
が

次

第

に

問
題
と
な
っ

て

い

っ

た
｡

三

九

年
三

月

名

古
屋
で

開

催
さ

れ

た

産
業
報
国

会
会
長
の

懇
談

会
に

於
て

も
､

産
業
報
国
会
会
長
即

ち

事
業
主
か

ら
､

連

盟
と

政

府
の

何
れ

が

指
導
す
る

の

か

明

白
で

な
い

が
､

連
盟
が

指

導
権
を

(

1 7
)

得
る

こ

と

を

望
む

旨
の

意
見
が

出
さ

れ

た
｡

す
な

わ

ち

産
業
報
国
運
動
は

官
民
一

体
の

運
動
と

は

言
い

な
が

ら

も
､

何
ら

実

質
的
に

カ

を

持
た

な
い

連

盟
に

代
っ

て
､

実
際
に

は

各
地
の

警
察
当

局
が

積
極

的
に

産
業
報
国

会

設
置
に

あ

た

り
､



設
置
さ

れ

た

産
業
報
国

会
も

資
本

家

側
が

第
三

者
の

介
入

を

好
ま

な
い

た

め

産
業
報

国

連
盟
に

加
盟
す
る

も
の

が

少

な

く
､

そ

の

指

導
は

専
ら

警
察
の

手
の

中
に

あ
っ

た
｡

こ

の

事
態

を

前
に

し
て
､

資
本

家

側
は

連
盟
が

も
っ

と

強
化
さ

れ

運

動
の

指
導
権
を

得
る

こ

と

を

望

む
よ

う
に

な
っ

た

が
､

連
盟
は

無
力
で

あ

り
､

何
ら

有
効

な

対

策
を

立
て

る

こ

と

が

で

き

な

か
っ

た
｡

(

1
)

『

協
調
』

第

十

四

号

一

九
三

八

年
七

月

(

2
)

『

労

働
時

報
』

一

九
三

八

年

八

月

号

二

五

-
二

六
ぺ

ー

ジ

(

3
)

『

協
調
』

第

十

六

号

一

九
三

八

年
九

月

(

4
)

『

戦

争
と

勤
労
』

六
一

-
六
二

ペ

ー

ジ

(

5
)

『

エ

場
鉱
山

産

業
報
国

会

設

立

運

営
指
針
』

二

四
五

-
二

四
七

ぺ

ー

ジ

(

6
)

『

特
高
月

報
』

一

九
三

八

年
九
月

号

九
三
｡

ヘ

ー

ジ

(

7
)

『

労

働
時

報
』

一

九
三

八

年

九
月

号

二

十

-
二
一

ペ

ー

ジ

(

8
)

産
業
報

国

連
盟
『

産
業
報

国
』

第
一

号

一

九

三

八

年
十

月

( 5 1 ) 産業報 国運 動

(

9
)

『

産
業
報
国
』

『

同
』

第
二

号

『

労
働
時
報
』

(

1 0
)

『

産
業
報

国
』

第
一

号

一

九
三

八

年

十
月

一

九
三

八

年
十
一

月

一

九
三

八

年

十

月

号

十

四

-
十

八
ペ

ー

ジ

第
一

号

一

九
三

八

年
十

月

(

1 1
)

『

同
』

第
二

号

『

同
』

第
七

号

(

1 2
)

『

労

働
時

報
』

一

九
三

八

年
十
一

月

一

九
三

九

年
五

月

一

九
三

八

年

十
月

号

十

四

-
十

八
ペ

ー

ジ

京

都
地

方

労
働
運

動

史

編

纂
会

『

京

都
地

方

労

働
運

動
史
』

一

九
五

九

年

一

五

二

四

-
一

五

二

五

ぺ

ー

ジ

(

13
)

『

労

働
時

報
』

一

九
三

九

年
二

月

号

十
三

1
十

四
ぺ

ー

ジ

(

1 4
)

『

特

高
月

報
』

一

九
三

八

年
十
二

月

号

一

〇

四
ペ

ー

ジ

(

1 5
)

『

同
』

一

九
三

八

年

十

月

号

九
三

ペ

ー

ジ

(

1 6
)

『

産
業
報
国
』

第

二

号

一

九

三

八

年
十
一

月

(

1 7
)

『

同
』

第
六

号

一

九
三

九

年
三

月

お

わ

り

に

産
業
報
国

運
動
は

大
企

業
の

労
務
担

当

者
の

主

導
に

よ

り
､

企

業
へ

の

官
僚
の

統

制
を

避
け

る

た

め
に

提
唱
さ

れ

成
立

し

て

い

っ

た

運

動
で

あ

っ

た
｡

そ

の

内

容
も

｢

産

業

報

国
+

｢

労

資
一

体
+

と
い

う

資
本

家
に

都
合
の

良
い

労
資
関

係
理

念
を

全

産
業
的
に

確

立

し

て

い

く
こ

と

を

狙
っ

た

も

の

で

あ
っ

た
｡

そ

れ

に

対

し
て

厚
生

省
ほ

労
働
争
議
の

勃
発
を

防
ぐ
た

め
､

労

働
者
の

代
表

か

ら

な

り
､

待
遇
問
題
に

つ

い

て

も

協
議
す

る

よ

う

な

労
資
懇
談

会
す

な

わ

ち
エ

場
委
員
会
の

設

置
を

図
ろ

う
と

し

た
｡

し
か

し

資
本

家

側
の

抵
抗
を

避

け
る

た

め
､

大

企

業
労
務

担
当

者

の

主

導
の

下
に

提
起
さ

れ

た

産
業
報
国
運

動
に

協
力

し
て

行
く

形

を

と

り
､

そ

の

中
で

実

質
的
に

方

針
の

実

現

を

図
る

方

法
を
と

っ

た
｡

三

九

年
四

月
二

十

八

日

厚
生

内

務
両

次

官
名
で

｢

産
業
報
国
逮

捕



一 橋 論叢 第七 十 三 巻 第 二 号 ( 5 2 )

(

1
)

合
会
ノ

設
置
二

関
ス

ル

件

倣
命
通

牒
+

が

地

方

長

官
宛
出
さ

れ

た
｡

こ

れ

に

依
り

多
数
の

産
業
報
国

会
の

設

置
を

み

た

道
府

県
に

於
て

は

地

方

長

官
を

中
心

と

す
る

官
民

協
力
の

指
導
連
絡
組

織
と

し
て

産
業
報

国
連
合
会
を

設
置
す
る

こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ

る
｡

そ

れ

に

伴
な

い

産
業
報
国

連
盟
も

規
約
を

改
正

し

産
業
報
国

会

を

連
盟
に

加

盟
さ

せ

る

方

針
を

撤
回
し

官
庁
に

協
力
し

て

産
業
報

国

運

動
の

思

想

的
確
立
､

指
導
者
の

養
成
と
い

う

面
の

事
業
を

中

(

2
)

心

に

置

く
こ

と

を

明
ら
か

に

し

た
｡

こ

れ

に

よ

っ

て

政

府
は

完
全
に

産
業
報
国

運

動
の

指
導
権
を

得

て
､

産
業
報
国
運

動
を

単
に

労
資
調

整
の

方

策
と

し

て

で

は

な

く
､

(

3
)

今
後
労
働
行

政
の

中
核
と

し
て

取

扱
っ

て

い

く

方

針
を

示

し
た
｡

舶一⊥

し
か

し

資
本
家

側
は

政

府
の

指
導
権
の

下
に

行
な

わ

れ

る

以

後

の

展
開
の

中
で

も
､

官
僚
の

統
制
に

抵
抗
し

っ

つ
､

当

初
の

産
報

運
動
の

狙
い

を

実

現
さ

せ

て

行
こ

う
と

す
る

の

で

あ
っ

た
｡

3 2 1

『

労
働
時
報
』

一

九
三

九

年
五

月

号

十
八

-
十
九
ペ

ー

ジ

『

産

業
報

国
』

第
七

号

一

九
三

九

年
五

月

『

同
』

同

(

一

橋
大

学

大

学
院
博

士

課

程
)




